
51
2018.WINTER

Next is us
日体魂を受け継ぐ者

2020年に向けて、

日体大から世界のすべての人 へ々

スポーツの魅力と平和への願いをつないでいく。
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感動、共感の年に
▷オリンピック・パラリンピックイヤーが始まっ

た。メダルを狙う日体大アスリートの顔ぶれ

を見ると、それぞれの思いを胸に競技に打ち

込んできた真摯な姿勢にあらためて心を打た

れる。だからこそ、私たちに感動を与えてく

れるのだろう。本学はもちろん、すべての人々

にとって飛躍の年になることを期待したい。

▷学校法人日本体育大学主催国際大会・国

内大会競技結果報告祝賀会では、日体ファ

ミリーが集い、互いの栄誉を称え合った。縦

（年代）のつながり、横（ファミリー）の広が

りを再認識し、平昌、2020年東京と、オリ

ンピック・パラリンピックムーブメントが一気

に高まった。

▷分かち合うことにより、喜びは倍加し、困

難は軽減される。他者を思う、共感するこ

とによって未来は明るい方向に向かうのでは

ないだろうか。日体ファミリーから、子ども

たちへ、世界へ共感の輪を広げていきたい。

スポーツの使命は、すべての人に夢を与え

ることである。
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　冬季オリンピックは、1924年にシャモニー・モン

ブラン（フランス）で最初の大会が開かれたとされる。

第1回のオリンピック（夏季大会）から28年後のことで

あった。日本選手団は、第2回（1928年）から出場し

ている。長らく夏季大会と同じ年に開催されてきた

が、1994年のリレハンメル大会（ノルウェー）から夏

季大会開催年の中間の年の開催となった。

　日本国内では、札幌（1972年）、長野（1998年）で

開催されている。高度成長期、バブル崩壊後の転

換期といった時代を写す鏡であったことは、夏の五

輪と変わりない。

　冬季オリンピックでの本学関係者の活躍は、カ

ルガリー大会（1988年・カナダ）での青柳徹（現・

体育学部社会体育学科教授）のスピードスケート

1500m5位入賞に始まる。以降、リレハンメル大会、

長野大会と入賞者を輩出。近年では、バンクーバー

大会（2010年・カナダ）に本橋麻里が出場（8位入

賞）、カーリングブームを担ってきた代表アスリート

の一人である。前回2014年のソチ大会（ロシア）に

は、現役学生2名、卒業生4名が出場。残念ながら

メダル獲得には至らなかったが、現役学生の子出藤

歩夢、青野令は本学初のスノーボードでの出場で、

本学アスリートがより多様な競技で活躍していること

を印象づけた。また、パラリンピックでは、小池岳

太（アルペンスキー）が、トリノ大会（2006年・イタリ

ア）、バンクーバー大会（2010年・カナダ）に続き、

ソチ大会（2014年・ロシア）にも出場を果たしている。

　このように見ると、冬季大会での本学関係者の活

躍の舞台がいっそう広がっていることが明らかだろ

う。種目の広がりはもちろん、女性アスリート、パラ

アスリートの活躍も大いに期待できる。余談だが、

前述の青柳、本橋、今号の記事で紹介する髙木美

帆をはじめ、やはり北海道勢は頼もしい。日本体育

大学附属高等支援学校（網走市）の生徒たちも同郷

の選手の活躍を楽しみにしているだろう。日体ファミ

リーをあげて、平昌での冬の熱い戦いに声援を送り

たい。

パラアスリートとして活躍する小池岳太選手
（アルペンスキー）

日体大冬季競技の草分けとなった青柳徹教授
（スピードスケート）

日
体
大
と
五
輪
冬
季
大
会

Nittai   
   Story



新しい時代に向けて、
白銀の祭典の幕が開く
～平昌オリンピック・パラリンピック開幕迫る～
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第23回オリンピック冬季競技大会（2018/平昌）
2018年2月9日～2月25日

日本が誇るスキージャンプ、スピードスケート、フィギュアスケートなど
に加えて、スピードスケートのマススタート、アルペンスキーの混合団
体、カーリングの混合ダブルスなど、平昌では新しい種目が採用されて
いる。このうちマススタートは、出場選手全員が一斉にスタートして16周

（約6400メートル）を滑り順位を競う種目。個人競技ながらペア（1国2
名）の協力や駆け引きが試合に影響を与える。スピードスケートの新しい
魅力を開拓するだろう。本学助手の髙木美帆も好成績を残している。こ
うした新種目でも日本勢のメダルへの期待は高い。7競技（スキー・スケー
ト・バイアスロン・ボブスレー・リュージュ・カーリング・アイスホッケー）
102種目により17日間の熱い戦いが展開される。

第12回冬季パラリンピック
2018年3月9日～3月18日

6競技（アルペンスキー、バイアスロン、クロスカントリースキー、パラア
イスホッケー、スノーボード、車いすカーリング）で実施。パラリンピック
は障がいを持つトップアスリートによる世界最高峰の国際競技大会であ
る。「勇気」（マイナスの感情に向き合い、乗り越えようと思う精神力）、「強
い意思」（困難があっても、諦めず限界を突破しようとする力）、「インス
ピレーション」（人の心を揺さぶり、駆りたてる力）、「公平」（多様性を認め、
創意工夫をすれば、誰もが同じスタートラインに立てることを気づかせる
力）の4つが、パラリンピックの価値として重視される。オリンピックでも
歴代大会で最も多くの女性、混合種目競技が行われる予定であり、スポー
ツの多様性が象徴される両大会となるだろう。

2018年、新しい歴史が始まる。国内外で、今ほどスポーツの力が試されるときはないだろう。変化の中軸として期待されるのは日本勢である。
そして、日体大も強力な布陣を擁する。日体大のアスリートたちが、多くの期待を担って、平昌の地で、翔ぶ、舞う、疾走する。
その先にあるのは、感動、国境やハンディを超えた友好だ。さらに、2020年東京へ向けて、オリンピックムーブメントが一気に加速する。

Olympic Winter Games PyeongChang 2018 PyeongChang 2018 Paralympic Winter Games

Winter Games PyeongChang 2018

翔ぶ、舞う、 疾走する。



◆平昌オリンピック・パラリンピック　出場が期待される選手・役員＜日体大関係者＞　2018年1月26日現在	 	 		 	 	 	 	

大　会 競　技　名 役　職　等 氏　　名 所属・学年／出身・卒業年

オリンピック

スキージャンプ 選手 髙梨　沙羅 体育学部4年
スピードスケート 選手 髙木　美帆 体育学部2017年卒/現：助手
ショートトラック 選手 坂爪　亮介 体育学部2012年卒
アイスホッケー 選手 岩原　知美 体育学部2010年卒
アイスホッケー 選手 小野　粧子 日本体育大学女子短期大学部2002年卒
カーリング 選手 本橋　麻里 体育学部2012年卒
スキーエアリアル 選手 田原　直哉 体育学部2003年卒
スキー/全体 チームリーダー 皆川　賢太郎 体育学部2013年卒
カーリング チームリーダー 柳　等 日本体育大学大学院1988年卒
スノーボード コーチ 青野　令 体育学部2017年卒
アルペンスキー サービスマン 伊東　裕樹 体育学部1990年卒	 	 	 	 	

大　会 競　技　名 役　職　等 氏　　名 所属・学年／出身・卒業年

パラリンピック
アルペンスキー 選手 本堂　杏実 体育学部3年
アイスホッケー 選手 堀江　航 大学院後期課程1年
クロスカントリー コーチ 小林　卓司 体育学部1980年卒
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髙梨		沙羅	選手	（体育学科4年）
2014年ソチオリンピック日本代表。8歳からス
キージャンプを始める。2011年2月に開催され
たコンチネンタルカップで優勝し、国際スキー
連盟公認国際ジャンプ大会での女子選手史上
最年少（14歳）優勝記録を樹立。現在、スキー
ジャンプワールドカップでは男女歴代最多タイ
の通算53勝の記録を保持。果敢に挑戦を続け
る女子スキージャンプの牽引役。

本堂		杏実	選手	（体育学科2年）
高校（日体桜華）時代、国際大会「サニックスワー
ルドラグビーユース交流大会2014」に優勝、
U18関東選抜と日本選抜として活躍。 日体大
ではピンクリボンカップで優勝、個人でMVPを
二つ獲得。ラグビーで活躍する一方で、パラア
スリート発掘プロジェクトにより、アルペンスキー
を始める。2016-17シーズンはIPC大会（スロ
ベニア）銅メダルなど健闘。

大韓民国江原道（カン
ウォンド）平昌（ピョン
チャン／Pyeongchang）
は、ソウルからバスで約
3時間。スキーリゾート
などがあるウインタース
ポーツの中心地。夏も
避暑地として自然を楽し
む観光客が多く訪れる。
平昌で開会式・閉会式
を含めて多くの競技が
行われるが、江陵（カン
ヌン）では氷上種目が、
旌善（チョンソン）ではア
ルペンスキー滑降競技
が行われる予定だ。

個性豊かな日体大生たちが
平昌でメダルを狙う！
早くから才能を開花させた髙梨選手。日体大の競技力強化の一環で発掘され、「二刀流」
に挑むことになった本堂選手。日体大の取り組みの成果が着実にあらわれている。そして、
選手たちの背中をオール日体大の声援が後押しする。

平昌GUIDE

Winter Games PyeongChang 2018

翔ぶ、舞う、 疾走する。



第23回オリンピック冬季競技大会（2018/平昌）

日体大アスリートの誓いー子どもたち、スポーツを愛する   すべての人々のために、ベストを尽くす。
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髙木		美帆（たかぎ		みほ）／体育学部体育学科
2017年卒。北海道帯広南商業高校出身。本
学助手。バンクーバー五輪（2010年）に日本ス
ピードスケート史上最年少で出場。平昌代表
選考会では1500m国内最高記録で優勝。その
他、1000m、3000m、団体追い抜き、マスス
タートに出場予定。

髙木  美帆
スピードスケート日本代表

自
分
と
の
闘
い

　

日
本
代
表
に
選
ば
れ
、
い
っ
そ
う
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。
嬉
し
い
と
か
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
て

良
か
っ
た
と
か
、
妥
協
す
る
気
持
ち
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。
今
は
目
指
し
て
き
た
舞
台
に
立
つ
資
格
を
得

ら
れ
た
段
階
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
そ
の
舞
台
で
存

分
に
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
万
全
の
準
備
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま

で
の
過
程
は
、
自
分
を
追
い
込
み
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、

心
か
ら
楽
し
ん
で
ス
ケ
ー
ト
と
向
き
合
い
、
自
分
が

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
逃
し
た
と
き
、
何
か

を
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
、
ま
ず
は
競
技

に
対
す
る
気
持
ち
か
ら
見
直
さ
な
く
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
覚
悟
を
決
め
る
。
腹
を
く
く
る
。

こ
れ
ら
を
行
動
に
移
す
こ
と
は
言
葉
に
す
る
ほ
ど
簡

単
で
は
な
い
こ
と
に
、
自
分
と
真
剣
に
向
き
合
っ
て

み
て
初
め
て
気
が
つ
き
ま
し
た
。
完
璧
を
求
め
た
ら
、

気
持
ち
が
も
た
な
い
。
そ
ん
な
情
け
な
い
自
分
に
さ

ら
に
嫌
気
が
さ
す
。
そ
ん
な
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥

り
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
を
常
に
自
分
に
問
い
か
け
続

け
た
結
果
、
完
璧
を
極
め
る
の
で
は
な
く
、
自
分
に

必
要
な
こ
と
を
あ
り
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
見
極
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
少
し
は
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
そ
う
い
う
ス
タ
ン
ス
を
心
が
け
て
い
き
た
い
で

す
。

　

日
体
大
は
、
競
技
に
打
ち
込
め
る
環
境
が
整
っ
て

い
る
こ
と
、実
力
が
フ
ラ
ッ
ト
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、

競
技
を
続
け
な
が
ら
資
格
を
取
得
し
指
導
者
へ
の
道

を
広
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
私

自
身
、
日
体
大
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
最
高
の
環

境
で
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来

て
い
ま
す
。
感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
冬
季

競
技
に
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
生
で
観
戦
す
る
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
の
迫
力
は
想
像
以
上
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
感
、
選
手

同
士
の
駆
け
引
き
な
ど
は
、
ス
ケ
ー
ト
に
触
れ
れ
ば

触
れ
る
ほ
ど
魅
力
が
増
し
、
醍
醐
味
を
堪
能
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
リ
ン
ク
を
削
る
音
、
滑

り
ぬ
け
る
空
気
、
息
遣
い
、
疲
労
感
。
小
さ
い
会
場

で
す
か
ら
、
そ
れ
ら
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
平
昌
大
会
を
機
に
、
い
っ
そ
う
多
く
の

方
々
に
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
は
不
思
議
な
力
が
あ
る
と
、
私
は
信

じ
て
い
ま
す
。
今
、2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
日
本
全
体
が
ス
ポ
ー
ツ
に

注
目
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー

ツ
の
種
目
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す

し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
感
動
を
受
け
、
新
し
い
夢
を
抱
き
、

夢
に
向
か
っ
て
生
き
生
き
と
輝
く
子
ど
も
た
ち
が
増

え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
主

役
の
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
全
力

で
盛
り
上
げ
ま
す
。
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ソ
チ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
成
長
が
チ
ー
ム
の
成
長

に
直
結
す
る
は
ず
。
そ
う
信
じ
て
自
ら
を
奮
い
立
た

せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
2
0
1
5
年
に
左
肩
を

手
術
し
て
か
ら
満
足
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
な
い

日
が
続
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
力
が
ど
れ
ぐ
ら
い

な
の
か
、
確
固
た
る
自
信
を
持
て
な
い
ま
ま
臨
ん
だ

最
終
予
選
だ
っ
た
の
で
す
。
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と

を
信
じ
て
戦
う
し
か
な
い
。
全
試
合
厳
し
い
戦
い
に

な
る
こ
と
は
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
初
戦

で
ド
イ
ツ
に
勝
利
す
る
と
、
勢
い
に
乗
っ
て
3
連
勝
。

最
終
戦
で
チ
ェ
コ
に
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
2
位

で
平
昌
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
決
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
一
戦
一
戦
、
選
手
た
ち
の
絆
が
深
ま
り
、

「
い
い
チ
ー
ム
」
に
な
っ
て
い
く
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
、
初
め
て
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に

な
り
ま
す
。
同
時
に
、
年
齢
的
に
も
最
初
で
最
後
の

大
会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
世
界
中
の
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
と
と
も
に
、
最
高
峰
の
大
会
の
雰
囲
気
を
存

分
に
楽
し
み
た
い
と
率
直
に
思
い
ま
す
。
出
場
す
る

か
ら
に
は
、
当
然
一
つ
で
も
多
く
の
勝
利
を
あ
げ
た

い
で
す
。
日
の
丸
を
背
負
っ
て
戦
う
こ
と
、
日
体
大

の
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
戦
う
こ
と
に
、
誇
り
を
持
っ
て

試
合
に
臨
み
ま
す
。

　

パ
ラ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
激
し

い
ボ
デ
ィ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
日
本
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
し
、

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
試
合
も
ぜ

ひ
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本

で
は
ア
イ
ス
リ
ン
ク
が
少
な
く
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の

練
習
が
な
か
な
か
で
き
な
い
の
が
実
情
で
す
。
私
た

ち
が
結
果
を
残
す
こ
と
で
、
認
知
度
が
高
ま
り
、
練

習
環
境
や
活
動
が
さ
ら
に
充
実
し
て
い
け
ば
嬉
し
い

で
す
。
そ
し
て
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
盛
り
上
が
る
こ

と
で
、
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
文
化
が
形
に

な
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ

の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
は
出
会
い
で
す
。
日
体
大
で
は

多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
刺
激
を
受
け
、
高
い
意
識

を
も
っ
て
競
技
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平

昌
も
、
2
0
2
0
年
の
東
京
も
、
そ
の
後
も
、
日
体

大
か
ら
さ
ら
に
多
く
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ア
ン
が
輩
出
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
影
響
は
計
り

し
れ
ま
せ
ん
。
障
害
を
持
つ
人
、
と
り
わ
け
子
ど
も

た
ち
が
夢
を
抱
き
、
日
体
大
に
憧
れ
、
仲
間
に
加
わ

り
、
日
体
大
が
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
舞
台
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

後
に
続
く
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
の
た
め
に
、
日
体
大

の
名
に
恥
じ
な
い
戦
い
を
す
る
。
重
い
責
任
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
日
体
大
の
皆
様

の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第23回オリンピック冬季競技大会（2018/平昌）

日体大アスリートの誓いー子どもたち、スポーツを愛する   すべての人々のために、ベストを尽くす。
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堀江　航（ほりえ		わたる）／大学院体育科学
研究科体育科学専攻博士後期課程（1年）。東
京都立駒場高校出身。幼少次よりサッカーを
続けるが、不慮の事故により左足切断。以後、
パラアイスホッケー、車椅子バスケットボー
ル、車椅子ソフトボール、ブラジリアン柔術
と多彩な競技に挑戦を続ける。

平昌オリンピック・パラリンピック Olympic/Paralympic  Winter Games PyeongChang 2018 Special Contents 

氷上の絆
堀江　航

パラアイスホッケー日本代表

PyeongChang 2018 Paralympic Winter Games
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Q	

近
年
の
教
員
採
用
の
動
向
や
実
績
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

―
自
治
体
に
よ
っ
て
小
学
校
教
員
の
採
用
数
が
増
え
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
中
・
高
等
学
校
の
保
健

体
育
科
教
諭
や
養
護
教
諭
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て

採
用
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
に

あ
っ
て
、
今
年
度
本
学
で
は
、
平
成
29
年
12
月
末
日
現

在
小
学
校
全
科
教
員
、
中
・
高
等
学
校
保
健
体
育
科

教
員
、
養
護
教
諭
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
に
合
格
し

た
学
生
は
70
名（
東
京
都
期
限
付
13
名
含
む
）で
す
。
ま

た
、
夏
の
教
員
採
用
二
次
対
策
講
座
や
教
職
教
育
研

究
室
等
に
学
び
に
来
て
い
た
卒
業
生
も
60
名（
東
京
都

期
限
付
16
名
含
む
）合
格
し
て
い
ま
す
。
両
方
合
わ
せ

る
と
１
３
０
名
に
な
り
ま
す
。
昨
年
度
よ
り
増
え
て
い

ま
す
が
、
よ
り
い
っ
そ
う
合
格
者
の
増
加
に
向
け
て
支

援
や
施
策
等
の
充
実
を
図
り
、
教
員
養
成
に
お
い
て
も

日
本
一
の
体
育
大
学
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q	

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
や
特
に

注
力
し
て
い
る
取
り
組
み
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

―
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
28
年
度
新
た
に
設
置

さ
れ
、
教
員
を
目
指
す
学
生
に
対
す
る
一
元
的
な
支
援

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
各
関
係
部
署
で
実
施
さ

れ
て
い
た
様
々
な
教
員
試
験
対
策
講
座
や
教
職
支
援
に

関
す
る
事
業
を
整
理
統
合
す
る
と
と
も
に
、
教
職
支
援

セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な
っ
た
事
業
の
見
直
し
や
新
た
な

支
援
策
等
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
中
の

特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
次
の
２
点
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

一
つ
目
は
、「
日
体
教
学
舎
」
で
す
。
教
員
を
強
く
志

望
す
る
学
生
を
集
団
面
接
及
び
小
論
文
で
選
考
し
、
教

員
と
し
て
の
実
践
的
な
指
導
力
の
養
成
や
教
員
を
目
指

教員志望の日体大生を
力強くサポート

教職支援センターを
知る、活かす、夢に近づく

教職支援センタースタッフが
熱い思いを語る

教員になりたい！
そんな熱い情熱を持って日体大の門を叩いた学生は多いでしょう。

ただ、行動しなければ夢を実現することはできません。
なにを、どう勉強したら良いか教えてほしい、

個別に指導やアドバイスをしてほしいなど、一人ひとりの要望に応えて、
入学から教員採用試験合格までサポートしてくれるのが、

東京・世田谷、横浜・健志台の両キャンパスにある「教職支援センター」です。
今号から4回連載で、教職支援センターの取り組みや最新情報を紹介していきます。

夢に向かって、ぜひ一歩を踏み出してください。
レポート①（第1回）では、皆さんの心強い味方となる

教職支援センターのスタッフを紹介します。

教職支援センター

Report➊

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
長

日
体
大
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

充
実
し
た
支
援
を

活
か
し
て
ほ
し
い

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

後
藤　

彰

後ご

藤と

う　

彰あ
き
ら
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す
学
生
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を

養
い
ま
す
。
こ
の
「
日
体
教
学
舎
」
で
学
ん
で
い
る
学

生
や
そ
の
学
生
を
核
と
し
た
グ
ル
ー
プ
や
仲
間
同
士
の

中
か
ら
、
毎
年
度
、
着
実
に
教
員
採
用
試
験
の
合
格
者

を
輩
出
し
て
い
ま
す
。　
　

　

二
つ
目
は
、
3
年
生
を
対
象
と
し
た
教
員
採
用
試
験

二
次
対
策
合
宿
で
す
。
9
月
の
早
い
時
期
に
、
論
文
・

面
接
等
に
つ
い
て
、「
何
を
」「
ど
の
よ
う
に
」
勉
強
し

て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
を
実
践
的
に
学
び
ま
す
。そ
の
後
、

学
ん
だ
成
果
を
３
月
初
旬
に
再
度
確
認
す
る
た
め
の
特

別
講
座
も
実
施
し
ま
す
。
そ
の
他
に
も
教
職
に
関
す
る

個
別
相
談
や
夏
の
教
員
採
用
二
次
対
策
講
座
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
学
校
現

場
に
お
い
て
管
理
職
や
教
育
行
政
の
重
職
を
担
っ
た
方

や
優
れ
た
教
育
実
践
等
を
お
持
ち
の
方
な
ど
で
、
し
か

も
本
学
O
B
・
O
G
や
本
学
の
教
員
養
成
に
深
く
ご
理

解
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

そ
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
充
実
し
た
講
座
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
優
れ
た
講
師
陣
を
整
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
１
２
６
年
に
わ
た
る
教
員
養
成
系
大
学
と
し

て
の
伝
統
と
実
績
の
賜
物
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Q	

近
年
の
教
職
志
望
者
の
特
徴（
傾
向
）や
共
通
の
課

題
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

―
教
員
採
用
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
教
員
を
目
指
し

て
自
ら
主
体
的
に
学
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
同
じ

目
標
を
も
つ
仲
間
が
集
い
、
そ
の
仲
間
と
と
も
に
自
ら

学
ぶ
力
を
高
め
て
積
極
的
に
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

現
在
の
学
校
現
場
に
お
い
て
も
「
学
び
続
け
る
教
師
」

と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
一
昔
前
の
教
員
採

用
試
験
で
は
、
暗
記
力
が
勝
負
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
は
様
々
な
教
育
課
題
に
対
し
て
、「
自
分
と

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
」

な
ど
、
自
己
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
思
考
で
き
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Q	

今
後
、
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で
力
を
入
れ
た
い
こ
と

や
新
た
な
取
り
組
み
の
構
想
、
今
後
の
抱
負
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

―
今
年
度
試
行
的
に
行
い
成
果
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

来
年
度
新
規
事
業
と
し
て
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
を

対
象
に
教
員
採
用
試
験
準
備
・
実
践
講
座（
仮
称
）の

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
年
度
当
初
か
ら
学
生
個
々

の
実
情
や
学
修
状
況
に
応
じ
て
、
教
員
採
用
試
験
の
勉

強
の
仕
方
か
ら
採
用
試
験
に
向
け
た
補
充
・
補
完
的
指

導
等
を
行
う
特
別
講
座
で
す
。
全
国
の
O
B
O
G
諸
氏

の
方
々
か
ら
大
学
入
学
時
の
早
い
時
期
か
ら
継
続
的
な

動
機
付
け
や
学
習
習
慣
の
確
立
へ
の
支
援
等
を
望
む
声

が
あ
り
、
そ
の
声
に
応
え
る
た
め
に
も
、
新
た
な
施
策

と
し
て
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
特

別
講
座
は
、
卒
業
生
に
も
門
戸
を
開
き
、
受
講
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。
日
体
大
生
で
教
員
を
目
指
し
て
い
る

者
は
、
卒
業
後
も
本
学
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
も
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q	
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
用
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願

い
し
ま
す
。

―
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
教
職
や
教
員
採
用
試
験

に
関
す
る
資
料
や
個
別
相
談
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
教

員
を
目
指
す
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
活
用

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
教
職
を
目
指
し
て

い
る
人
だ
け
で
な
く
、
教
職
を
志
望
し
よ
う
か
迷
っ
て

い
る
人
、
ど
の
よ
う
に
勉
強
し
た
ら
よ
い
の
か
知
り
た

い
人
な
ど
も
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
今
後
は
、
と
も
に
教
員
を
目
指
し
て
勉
強
し

合
う
仲
間
を
集
う
掲
示
板
を
用
意
す
る
な
ど
、
教
員

を
目
指
す
学
生
の
皆
さ
ん
が
活
用
し
や
す
い
教
職
支
援

セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。　

Q	

近
年
に
お
い
て
、
教
員
と
し
て（
採
用
試
験
含
め
）

ど
の
よ
う
な
能
力
や
資
質
が
求
め
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。

―
こ
こ
近
年
の
傾
向
と
し
て
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
非

常
勤
講
師
経
験
者
が
数
多
く
合
格
し
て
い
る
状
況
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
面
接
や
論
文
試
験
等
に
お
い

て
も
学
校
現
場
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

よ
う
な
出
題
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
教
員
を

目
指
す
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
学
校
教
育
に
関
す
る
理
解

を
い
っ
そ
う
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
面
接
等
で
は
学
校
現
場
で
即
戦
力
と
し
て
期
待
で

き
る
人
材
で
あ
る
か
ど
う
か
の
観
点
が
重
要
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
児
童
生
徒
や
他
の
先
生
方
と
の
良

好
な
関
係
を
構
築
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や

人
間
性
、
様
々
な
教
育
課
題
に
対
し
て
自
分
な
り
の
考

え
を
し
っ
か
り
と
も
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿

勢
や
課
題
に
対
す
る
解
決
力
、
組
織
の
一
員
と
し
て
の

責
任
感
や
協
調
性
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q	

学
習
や
部
活
動
に
お
い
て
、
教
職
志
望
者
が
心
が

け
て
お
き
た
い
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

―
教
員
を
目
指
す
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
学
校
現
場

で
の
教
育
課
題
に
つ
い
て
強
い
関
心
を
も
つ
こ
と
、
積

極
的
に
学
校
現
場
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
参
加

し
て
そ
の
経
験
か
ら
学
校
を
よ
り
理
解
す
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。
ま
た
、
大
学
生
活
や
部
活
動
等
を
通
し
て
、

自
分
が
学
ん
だ
こ
と
、
成
果
を
上
げ
た
こ
と
、
教
員
に

な
っ
た
と
き
に
活
か
し
た
い
こ
と
な
ど
を
ま
と
め
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
す
。
さ
ら
に
、
自
ら
主
体
的
に
学
ん
で

い
く
姿
勢
が
重
要
で
す
。
い
く
ら
優
秀
な
指
導
者
の
下

で
学
ん
で
も
、
自
ら
主
体
的
に
学
ぶ
力
が
十
分
に
身
に

付
い
て
い
な
け
れ
ば
教
員
採
用
試
験
の
合
格
が
難
し
い

だ
け
で
な
く
、
教
員
と
し
て
の
資
質
・
能
力
も
身
に
付

い
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
教
員
採
用
試
験
に
合

格
す
る
だ
け
の
勉
強
で
は
な
く
、
良
い
教
員
に
な
る
た

め
の
勉
強
を
し
て
い
く
こ
と
が
結
果
と
し
て
合
格
に
つ

な
が
り
ま
す
。
自
分
を
信
じ
、
仲
間
を
信
じ
、
そ
し
て

私
た
ち
と
と
も
に
目
標
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

「教職支援センター」とは？
教員を志す学生に対し、基礎知識・教養はもちろんのこと、即戦力とな
るべく、応用力・実践力などより質の高い教員を教育の場へ送り出すた
めの支援を行っています。
支援内容：教職課程に関する企画、運営及び調査、研究／教育実習、
介護等体験／教員採用試験、教員採用に係る支援／教育職員免許及び
保育士資格に関すること／教職教育に係る各種研修に関すること／教
員養成に係ることで地域教育機関、教育現場及び同窓会との連携協力

■問合せ先：日本体育大学　教職支援センター
　東京・世田谷キャンパス　03-5706-0914
　横浜・健志台キャンパス　045-479-7355
■開設時間
　月曜日～金曜日　8:30 ～ 17:00（授業期間は 18:30まで）
　休業：土曜日、日曜日、祝日（学年暦に準ずる）

教職支援センタースタッフが熱い思いを語るReport➊
教職支援センター
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教職支援センタースタッフ紹介
こんな人！：①役職、②趣味、③ニックネーム

仕事への思い：「質の高い教員養成」と「採用試験合格者を１人でも
多く出そう」という思いがあります。どんな現場に行ってもリーダーとなっ
て活躍できる実践力のある教育者・指導者になってほしいです。そのた
めに何を用意し、支援したらいいのか模索しています。
ココを頑張ってほしい！：何事にも意味を感じ、意識して取り組んでほし
いです。基礎知識をしっかり身に付けること。さらに部活動を通し、目
標達成に向けて情熱を注ぐとともに、責任感や人とのコミュニケーション
力、協調性、社会性を実践で学んでください。
センターのウリ：勉強方法、論文添削や模擬授業、面接なども教職経
験の豊富な先生方が個々の状況に応じて個別指導を実施しています。
一緒に勉強する仲間が必要でしたら、学び合う場「日体教学舎」があり
ます。利用しなければ損！　お待ちしております。
こんな人！：①教職支援センター事務長／②スポーツ全般／③砂織さん

石い

し

井い  

砂さ

織お

り

仕事への思い：教職を望む日本体育大学の学生が、より充実した教育
実習が行えるよう準備・支援し、日本全国の教育実習校で、さすが！日
体大生！！と言われるような、うちの学校の教員として来て欲しいと言われ
るような、実習生を送り出したいと思っています。
ココを頑張ってほしい！：将来何がしたいのか？　どうなりたいのか？考え
る時間をつくって欲しいです。人生はまだまだ先が長いですが、大学生
活には限りがあります。早く希望が見つかれば、早く取り組むことが出来、
やったからこそ分かることが沢山あります。　
センターのウリ：教職希望者として“やるべきこと”をやらないと…。厳し
いことも言わせてもらいますが、応援・支援は全力でやります。遠慮無
く教職支援センターに来て、声を掛けてください。教職希望者のみなさ
んの要望も聞かせてください。お待ちしています。
こんな人！：①主任／②スキューバダイビング他いろいろ／③はやしさん、
みかさん　

林は
や
し  

美み

佳か

子こ

仕事への思い：学生対応では、大学という教育機関と大学職員という
立場でいつも「教育 ⇆ 親切 ⇆サービス」の3要素をぐるぐると転回さ
せながら業務にあたっています。また、日体大ならではのイメージを意
識し、日体大生としての理想の姿を表現できるような支援を心掛けてい
ます。　
ココを頑張ってほしい！：体調管理です。大学の勉強と部活と自分のこと
(教職の勉強含む)と全てを両立していくことは本当になみなみならぬ努
力がいるかと思います。生活環境を自分でうまくつくり、整え、心身共
に健康的な大学生活を送ってほしいです。健康は全て「身体（からだ）」
が資本で精神を支えますから。
センターのウリ：「ひとりじゃないよ♡」わからないことや悩んでいること
があったら、まずは教職支援センターやへ足を運んでください。一緒に
精査しながら、より良い方向へ導けるよう、共に切磋琢磨していきましょ
う。
こんな人！：①主任／②テニス／③のりさん、のりちゃん

高た

か

橋は

し  

典の

り

子こ

仕事への思い：社会でどれだけ活躍できるか、日体大を卒業して良かっ
たと思えるためにどのような支援をすれば良いかを常に考えています。
なかでも（特に）「学生自身が考え、行動できる」支援を心がけています。
日体大生は「本気になれば必ずできる」だからこそ、早期に本気にな
れるかがポイントですので、情報を得られる機会を多く提供できるように
日々努めています。
ココを頑張ってほしい！：様々な活動を通じて幅広い年齢の方 と々多く関
わりを持ってほしい。そして、考え方や受け取り方、伝え方などの違い
を感じてほしいと思います。　
センターのウリ：環境は自らが行動することで変化します。まず教職支
援センターへ相談に来る勇気を持ってください。その一歩が何かを変え
るはずです。夢を夢のまま終わらせるのではなく、夢を目標に変えて前
へ進むことが大切です。私たちプロがサポートします。　
こんな人！：①事務長補佐／②修理／③いっちー、いっちゃん

市い

ち

原は

ら  

正ま

さ

明あ

き

教 員 志 望 者 の 本 気 、 や る 気 を 支 援 し ま す ！
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仕事への思い：教員を目指す学生が在学中にスムーズに教員免許状の
取得が出来るよう日々の業務にあたっています。学生に対しては、教員
免許状や教員採用のことなど、私の回答やアドバイスがその後の人生に
大きな影響を与えることを常に意識しています。 
ココを頑張ってほしい！：日体大には皆さんの夢を実現するだけの環境
があります。ぜひ大学の環境を活かしてください。また、毎日短い時間
でいいので教員になるための学習時間を設けるようにしてください。早
い段階から教育現場に出て、教員の仕事を理解することが大事ですの
で、教育ボランティアや学外講師などにも積極的に取り組んでいきましょ
う。
センターのウリ：本センターは優しく、時に厳しく教職を目指す学生を
支援します。教員採用試験に必要なすべてのメニューや情報が揃ってい
ますから気軽に参加してください。　
こんな人！：②食べ歩き／③うっすー、社長

臼う

す

田だ  

周し
ゅ
う

平へ

い

仕事への思い：学生にとってベストな選択ができる支援を心がけていま
す。教員第一志望で教員採用試験現役合格を目指す学生のサポートは
もちろん、教員を目指すか悩んでいる学生に対しても、学校現場や教員
の職業について理解できるようアドバイスしています。
ココを頑張ってほしい！：勉強も部活動も、何事にも信念を持って取り組
んでください。採用試験時には学生時代の取り組みについて問われる場
面が必ずあります。自信を持って回答できるよう、今しかできないことを
目一杯頑張って欲しいです。
センターのウリ：「学支」ではありません！「教師」を目指す学生を支援
する「教支」です！！  発足から2年ですが、今後さらにサポート体制を
充実させていきたいと考えます。そのためには学生の皆さんの声が必要！
些細なことでも良いので、まずは相談に訪れてください。
こんな人！：②野球、ゴルフ、サウナ、岩盤浴／③マサル・ほっしー

星ほ

し　

宏ひ

ろ

樹き

仕事への思い：私も保健体育の教員を目指して日体大に入学したことも
あり、同じ思いで学生生活を送っている学生を見ると応援したくなります。
教員採用試験合格はもちろん、合格だけが目標とならないよう、学生自
身の糧になるよう一緒に考えていきたいです。
ココを頑張ってほしい！：日々の活動で考えて欲しいのは「生徒みんな
が体育好きではない」ということです。皆さんは体育好きが多いでしょう。
しかし教員になったときに目の前にいる生徒が何を求めているのか。そ
れを感じ取れるようにして欲しいと思っています。
センターのウリ：教員になると決めて、毎日勉強や部活動に励み、試行
錯誤を繰り返していると思います。中には、本当にこれでいいのかと悩
んでいる方もいるかもしれません。そんなときにも、誰かと話をする場と
して本センターを訪れてもらえればと思います。
こんな人！：②三軒茶屋開拓、河川敷での打ちっ放し／③かつお

鈴す

ず

き木  

剛た

か

志し・教職に就きたいと強い意識をもっている学生に共通するのは

「情報に敏感である」こと。さらに、常に明るく元気に挨拶

ができる、相手の話を最後まで聞き理解する、伝えたいこと

を明確に伝えることができるなど、普段から当たり前のことが

できる力を持っている学生が現役合格を果たしていると思い

ます。

・合格する学生は迷いがないといつも感じます。行動する一歩

が積極的で早いです。

・やる気に火のついた学生はとことんやり遂げます。その火を

絶やさないよう支援したいですし、周りの教員志望者にも良

い刺激を与えられるような存在であってほしいです。

・クラブ活動に忙しい学生も、早い時期からいろいろな問題に

取り組む習慣をつけてほしいと思います。4年生になっては

じめて過去問に取り組む学生がいるのは残念です。

・教員採用試験がゴールではありません。「なんとなく…」、「周

りが勧めるから…」ではもったいない。教員という職業を本

気で志す学生には、教員になった先も見据えて覚悟と誇りを

もって取り組んでほしいです。

教 員 志 望 者 の 本 気 、 や る 気 を 支 援 し ま す ！

 “学生と接していて感じること”

スタッフ	Talk

教職支援センタースタッフが熱い思いを語るReport➊
教職支援センター
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日体ファミリーの 絆を固め、いざ東京2020へ
～学校法人日本体育大学主催国際大会・国内大会競技結果報告祝賀会～

　
12
月
8
日（
金
）、
東
京
・
日
比
谷
の
帝
国
ホ
テ
ル
東

京
で
、「
学
校
法
人
日
本
体
育
大
学
国
際
大
会
・
国
内

大
会
競
技
結
果
報
告
祝
賀
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
体
育
大
学
の
学
生
お
よ
び
設
置
校
の
生
徒
の
各

種
競
技
の
報
告
と
素
晴
ら
し
い
成
績
へ
の
栄
誉
を
称
え

る
と
同
時
に
、
日
々
学
生
や
生
徒
へ
の
指
導
や
日
本
体

育
大
学
、
お
よ
び
設
置
校
へ
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
方
々

へ
感
謝
と
喜
び
を
分
か
ち
合
う
た
め
に
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
開
場
前
か
ら
多
く
の
日
体
大
関
係
者
、
日
体

生
が
集
ま
り
ロ
ビ
ー
は
活
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
報
告
会
は
今
村
裕
常
務
理
事
の
開
会
宣
言
で
幕
を
開

け
、
続
い
て
こ
の
日
の
た
め
に
急
遽
駆
け
つ
け
て
い
た

だ
い
た
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
会

長
で
あ
り
、
本
学
名
誉
博
士
で
も
あ
る
森
喜
朗
氏
か
ら

は
「
が
ん
ば
れ
日
体
大
」
と
、
さ
ら
に
続
い
て
、
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
の
江
崎
鐵
磨
氏
か
ら
は
、「
日
体
大

は
世
界
を
代
表
す
る
体
育
大
学
で
あ
り
、
優
秀
な
人
材

を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
躍
に
も
大
い
に
期

待
し
ま
す
」
と
の
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
各
種
競
技
結
果
の
報
告
の
中
で
は
、
学
生
・
生
徒
の

代
表
と
し
て
阿
部
一
二
三
選
手（
体
育
学
部
2
年
柔
道

部
）
と
各
設
置
校
の
校
長
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
阿
部
一
二
三
選
手
は
「
世
界
選
手
権
で
優

勝
で
き
た
の
も
、
日
体
大
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
2
0
2
0
年
の
東
京
大
会
を
目
指
し
て
み

ん
な
で
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
ま
す
」
と
高
ら
か
に
宣
言

し
、
続
い
て
各
設
置
校
校
長
か
ら
「
今
回
表
彰
さ
れ
た

生
徒
は
普
段
か
ら
普
通
で
は
な
い
練
習
を
続
け
て
き
た

か
ら
こ
そ
、
日
本
一
と
い
う
成
績
を
残
せ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
よ
り
研
鑽
を
積
み
よ
り
高
み
を
目
指
し
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
係
す
る
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
、
ポ
ス
タ
ー
、
メ
ダ
ル
な
ど
計
2
3
9
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
本
学
に
寄
贈
さ
れ
た
成
瀬
郁
夫
氏
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
品
々
は
今

後
の
研
究
に
大
い
に
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、創
立
1
2
5
周
年
を
機
に
創
設
さ
れ
た
「
日

本
体
育
大
学
功
労
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
」
の
表
彰
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
こ
の
称
号
が
授
与
さ
れ
る
の
は
、

学校法人日本体育大学の主催により「国際大会・国内大会競技結果報告祝賀会」が開催されました。

多数の来賓、本学関係者に出席いただき、今年度世界大会、国内大会で優秀な成績を収めた選手たちが表彰されました。

2018年平昌、2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けてさらなる声援をお願いいたします。
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鶴
谷
邦
弘
氏（
陸
上
競
技
）、
監
物
永
三
氏（
体
操
競
技
）、

大
澤
友
博
氏（
レ
ス
リ
ン
グ
）の
3
名
。
功
労
ス
ポ
ー
ツ

マ
ス
タ
ー
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い
、
同
時

に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
今
後
も
日
体
大
と

と
も
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
と
誓
い
を
新
た
に
さ
れ
ま

し
た
。

　
松
浪
健
四
郎
理
事
長
か
ら
「
日
頃
よ
り
〝
日
体
大
頑

張
れ
〟
と
ご
声
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
こ
で
ご
報
告
し
た
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
賜
物
で
す
。
日
体
大
は

建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
学
生
、
職
員
、
教
員
が
一
丸

と
な
っ
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
温
か

い
ご
声
援
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
で
は
今
年
開
学
し
た
、
日
本
体
育
大
学
附
属
高
等

支
援
学
校
の
校
歌
を
、
今
村
常
務
理
事
、
具
志
堅
幸
司

学
長
が
披
露
す
る
場
面
や
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏

が
響
き
、
応
援
部
に
よ
る
力
の
こ
も
っ
た
応
援
や
エ
ー

ル
が
力
強
く
会
場
に
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
冬
の
寒
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
会

場
は
そ
ん
な
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
日
体
大
の
熱
気
が
感

じ
ら
れ
、
大
盛
会
の
う
ち
に
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

日本体育大学功労スポーツマスター表彰

　功労スポーツマスターとして表彰され、そ
の仲間入りをすることは、とても名誉で光栄
なことです。これまでコツコツと一生懸命に
やってきましたが、それを助けてくれたのは
周りの方々です。私のもとへ優秀な学生を送
り込んでくれ、そのおかげで成績が残せたと
思います。ただいつも「勝ちたい」「負けた
くない」という気持ちは持ち続けていました。
負けないためには、何事も人より多めにす
ることです。また人に好かれることも重要で、
そのためにも人より多く動くことが大事です。
さらに「よし！ やったる！」という気持ちも持っ
てほしいです。私は今も勝ちたいという気持
ちを持っています。その気持ちをこれからも、
いや今まで以上に持ち続けていきます。

［プロフィール］報徳学園陸上部監督として、高校駅
伝で史上初の3連覇を含む6度の優勝を果たす。現

在、大阪経済大学陸上競技部監督。

　功労スポーツマスターはとても驚きで、大
変ありがたく思います。選手から指導者にな
り、常に考えているのは、選手の能力をい
かに引き出し、それを伸ばすかということで
す。その際、選手の心に響くよう言葉やタイ
ミングなどを常に真剣に考えて指導していま
す。学生の皆さんには今しかできないこと、
今だからできることを考え、実践してほしい。
2020年には東京でオリンピック・パラリン
ピックが開催されます。私はメキシコ、ミュ
ンヘン、モントリオールと三度のオリンピック
に参加しましたが、東京で行われるのは大
きなチャンスです。ですから選手としてでは
なくても、一人でも多くの日体大関係者がこ
の大会に参加してほしいと思います。そうす
れば大会に参加した喜びと誇りを共有できる
と確信しています。

［プロフィール］メキシコ・ミュンヘン・モントリオー
ル五輪金メダリスト。本学副学長を経て、現在、特

任教授。本学体操競技部顧問。

　このような素晴らしい賞をいただき感謝、
感激です。素晴らしい諸先輩が多くいるなか
で、私のような若輩者がいただいてよいもの
かと恐縮しております。私は小さい頃から教
師になるのが夢でした。それが叶い教育の
現場で指導者として多くの高校チャンピオン
を育ててこられたのが誇りでもあり、これらの
ことで母校に恩返しができたのが大変うれし
く思います。私は、子どもたちを預かり育て
ていく上で、身を賭して指導しているつもりで
す。ですから日体大の学生の方々も指導者を
信じて、また自分自身を信じて成長し、社会
に貢献できる人間になってほしいと考えてい
ます。彫刻家・平櫛田中の「いまやらねば
いつできる わしがやらねばたれがやる」とい
う言葉を私は常に心に留めています。これか
らもこの気持ちを忘れずに精進していきます。

［プロフィール］霞ヶ浦高校レスリング部監督として、
創部から手がけ、日本一を誇る強豪校に育て上げる。

現在、日本体育大学柏高校レスリング部監督。

鶴
つ る

谷
た に

  邦
く に

弘
ひ ろ

 氏 監
け ん

物
も つ

  永
え い

三
ぞ う

 氏 大
お お

澤
さ わ

  友
と も

博
ひ ろ

氏
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サッカーと日体大の4年間があったから、
俺のゴールが決まった。
いまビジネスのフィールドを縦横無尽に駆け巡る！

OB
INTERVIEW

株式会社	尾
お

粂
くめ

営業部長

室井　進	氏

活 躍 す る

転
機
、
挑
戦

水
を
得
た
魚
の
活
躍

　

創
業
明
治
4
年
、
1
4
7
年
の
歴
史
を
誇
る
「
つ
き
ぢ 

尾
粂
」。
築
地

の
場
内
市
場
で
の
干
物
な
ど
の
仲
卸
を
軸
に
、
場
外
市
場
で
小
売
店
を
2

店
舗
、
そ
の
ほ
か
海
鮮
も
ん
じ
ゃ
の
飲
食
店
を
8
店
舗
展
開
し
て
い
ま
す
。

営
業
部
長
と
し
て
、
社
長
の
右
腕
と
な
っ
て
2
0
0
年
、
3
0
0
年
と
続

く
企
業
に
す
る
た
め
に
日
々
挑
戦
を
続
け
る
。
そ
れ
が
私
の
仕
事
で
す
。

　

私
は
日
体
大
を
卒
業
後
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
東
京
電
力
に
入
社
し
ま
し

た
。
本
社
の
法
人
営
業
部
門
に
配
属
さ
れ
、
年
に
45
億
円
に
も
及
ぶ
契
約

を
結
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
い
ま
の
会
社
の
社
長
と
出
会
い
、
意
気
投

合
し
て
転
職
を
決
め
た
の
で
す
。
前
職
も
魅
力
が
あ
り
ま
し
た
が
、
お
客
さ

ん
は
東
電
と
契
約
し
て
い
る
わ
け
で
私
で
な
く
て
も
売
れ
る
。
自
分
に
し
か

売
れ
な
い
も
の
を
売
っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
後
押
し
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

「
商
品
」
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
し
、
1
4
0
年
以
上
続
く
会
社
で
あ
る
こ

と
に
、
不
安
以
上
の
期
待
を
抱
き
ま
し
た
。

　

な
に
よ
り
、
新
し
い
こ
と
に
先
頭
に
立
っ
て
日
々
挑
戦
し
て
い
る
充
実
感

は
前
職
で
は
得
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
も
と
も
と
は
仲
卸
が
メ
イ
ン
で
し
た

が
、
さ
っ
そ
く
30
歳
代
の
若
い
社
長
と
二
人
で
小
売
店
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

に
。
社
長
に
話
を
持
ち
か
け
る
と
二
つ
返
事
で
オ
ー
ケ
ー
を
出
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
は
前
職
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
在
、

「
ひ
も
の
つ
き
ぢ
尾
粂
」
と
「
漬
魚
つ
き
ぢ
尾
粂
」
を
出
店
し
て
い
る
「
築

地
魚
河
岸
」
は
、
築
地
市
場
移
転
後
を
見
据
え
て
中
央
区
が
設
立
し
た
施

設
で
、
厳
選
さ
れ
た
60
店
舗
が
入
居
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
進
出
す
る
た
め

に
、
企
画
書
を
練
っ
た
り
、
説
明
の
た
め
に
何
度
も
足
を
運
ん
だ
り
し
て
、

出
店
に
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
2
0
1
6
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
1
号
店
の

干
物
専
門
店
が
軌
道
に
乗
り
、
2
0
1
7
年
7
月
に
は
漬
魚
専
門
店
の
2

号
店
を
続
い
て
出
店
。
1
4
0
年
以
上
の
歴
史
の
あ
る
会
社
が
新
し
い
一
歩

を
踏
み
出
す
と
い
う
や
り
が
い
あ
る
仕
事
が
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

非
常
に
刺
激
的
な
経
験
で
し
た
。

　

や
る
か
ら
に
は
絶
対
に
成
功
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
。
先
頭
に
立
っ
て
い

る
以
上
、
責
任
は
限
り
な
く
重
い
。
大
き
な
組
織
で
は
で
き
な
い
緊
張
感
に

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
中
で
、
ど
う
す
れ
ば
新
店
舗
が
う
ま
く
い
く
か
、
仲
卸

の
事
業
が
安
定
的
に
継
続
で
き
る
か
、
そ
れ
こ
そ
毎
日
24
時
間
、
考
え
続

け
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
い
ま
も
新
し
い
試
み
を
続
け
て
い
ま
す
。
デ
パ
ー
ト
や
駅
ナ

カ
な
ど
へ
の
出
店
に
向
け
て
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
デ
パ
ー
ト
の
催
事
に
新
た

目標とは間近に迫った試合での勝利や就職活動での内定など、短期的なものだけではない。なにがやりたいのか、どう生きていきたいのか、
もっと根幹にかかわることではないか。社会に出るにあたってのビジョンを室井さんは明確に描いてきた。
だからこそ、大企業から世間的には知名度が高くない老舗商店への転職、その後の新規事業の重責にも些かも怯むことなく
挑戦し続けてきた。サッカーひとすじに打ち込んできた経験、仲間と真摯に向き合ってきた学生時代が強固な自信につながっている。
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室井　進（むろい		しん）／体育学部体育学科、

2009年卒。栃木県矢板中央高校出身。東京電

力を経て、2013年に株式会社尾粂に入社。同

社は塩干品、水産加工品の水産仲卸を中心に、

飲食店や小売店を展開。築地市場では最も行

歴が長い老舗だ。デパ地下、駅ビル、空港、

海外輸出、ホテル、旅館など積極的に販路を

拡大し、世界に向けて日本の食文化・歴史の

発信、豊かな食の提案に貢献する。その事業

の牽引役となっているのが室井さんだ。最初に

取り組んだのはブランド価値を高めるために、

ミシュランの三ツ星店など有名店に営業するこ

と。そのおかげで人脈が広がり、美味しい鮨店

を巡るのがいまの楽しみだという。

●活躍するOB インタビュー／株式会社	尾粂		営業部長		室井		進氏

に
参
画
す
る
予
定
で
す
。
三
ツ
星
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
お
店
に
も
取
引
い
た
だ
い

て
い
る
商
品
に
は
絶
対
の
自
信
が
あ
り
ま
す
。
老
舗
デ
パ
ー
ト
か
ら
カ
タ
ロ

グ
掲
載
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
り
、
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
の
オ
フ
ァ
ー
も
多
数
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
自
分
の
や
っ
て
き
た
こ
と
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
確
信
が
得
ら
れ
た
よ
う
で
嬉
し
い
で
す
。
仲
卸
も
小
売
も
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
業
態
で
成
功
し
て
い
き

た
い
と
い
う
の
が
い
ま
の
目
標
で
す
。

仲
間
と
と
も
に
、
一
つ
の
こ
と
を

や
り
続
け
た
経
験
が
財
産
に

　

小
学
校
2
年
か
ら
大
学
４
年
生
ま
で
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
ん
で
き
ま
し

た
。
日
体
大
に
は
教
員
を
志
し
て
入
学
し
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
を
ず
っ
と
真

面
目
に
や
り
続
け
て
き
た
こ
と
は
、
い
ま
の
仕
事
に
も
の
す
ご
く
活
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

仕
事
に
苦
労
は
付
き
も
の
で
す
が
、
私
は
そ
れ
を
苦
労
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
。
サ
ッ
カ
ー
で
は
、
う
ま
く
な
り
た
い
、
試
合
に
出
た
い
と
思
っ
て
、
あ

た
り
ま
え
の
よ
う
に
努
力
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。
い
わ
ば
習
慣
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
プ
テ
ン
や
寮
生
活
の
部
屋
長
な
ど
を
務
め
て
、
後
輩
を
ま
と

め
る
経
験
も
数
多
く
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
仕
事
で
も
い
ろ
い
ろ
な
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
仕
事
を
理
解
し
て
動
い
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
学
生
時
代
の
経
験
が
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
昨
年
の
4
月
に
、
日
体
大
の
サ
ッ
カ
ー
部
の
後
輩
が
う
ち
の
会
社
に

入
社
し
ま
し
た
。
公
務
員
を
辞
め
て
転
職
し
た
の
で
す
。
相
談
を
受
け
た

と
き
、「
絶
対
に
後
悔
し
な
い
か
ら
」
と
自
分
の
経
験
を
話
し
ま
し
た
。
彼

が
入
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
新
し
い
こ
と
に
余
念
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
て
い

ま
す
し
、
か
け
が
え
の
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に

自
分
を
磨
け

　

皆
さ
ん
も
何
か
し
ら
の
目
標
を
も
っ
て
入
学
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
ま

ず
そ
の
こ
と
に
全
力
で
打
ち
込
む
こ
と
で
す
。
続
け
る
と
い
う
こ
と
で
は
、

学
生
時
代
よ
り
職
業
人
生
の
ほ
う
が
ず
っ
と
長
い
。
毎
日
努
力
を
続
け
て
い

る
日
体
生
は
社
会
で
高
い
評
価
を
得
る
は
ず
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
言
い
た
い
の
は
、
社
会
に
出
る
た
め
に
自
分
を
磨
く
、

鍛
え
る
こ
と
で
す
。
教
員
あ
る
い
は
就
職
を
目
指
す
な
ら
や
る
べ
き
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
で
身
に
つ
く
力
も
あ
り
ま
す
が
、
た
と
え
ば
教

員
採
用
試
験
の
勉
強
を
し
た
り
自
分
の
表
現
力
を
高
め
た
り
、
求
め
ら
れ

る
能
力
は
多
様
で
す
。
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
早
く
見
つ
け
て
、
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
努
力
も
日
々
継
続
す
る
こ
と
で
す
。
私
の
時
代
は
、
サ
ッ

カ
ー
部
で
は
部
活
と
就
職
活
動
を
並
行
し
て
行
っ
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
将
来
を
見
据
え
て
、
授
業
と
部
活
と
就
職
活
動
を
、
ど

れ
も
妥
協
せ
ず
や
っ
て
き
た
こ
と
は
、
後
輩
に
も
い
い
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
を
目
指
す
な
ら
別
で
す

が
、
多
く
の
人
が
社
会
に
出
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
自

覚
し
て
行
動
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
ま
た
豊
洲
へ
の
移
転

が
具
体
化
し
、
築
地
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
体
大
の
学

生
や
関
係
者
が
多
数
出
場
し
、
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
く
れ
る
こ
と
を
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。
O
B
と
し
て
誇
り
を
も
っ
て
お
客
様
に
母
校
の
こ
と
を

話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
活
躍
の
場
を
広
げ
て
、
オ
ー
ル
日
体
大
で
一
緒
に

新
し
い
時
代
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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「いきいき茨城ゆめ国体」を成功させ、
地元にさらなる活力を！「無理」「できない」は
絶対に言わないのが日体大OGの誇り。

OG

INTERVIEW

茨城県常総市	教育委員会
スポーツ振興課	国体推進係長

いきいき茨城ゆめ国体2019
守谷市・常総市・坂東市

実行委員会事務局	主査兼係長

下田尾		理恵子	氏

活 躍 す る

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

地
元
に
貢
献
す
る
仕
事

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
迫
り
、
全
国
的
に
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
」

は
そ
の
前
年
の
2
0
1
9
年
に
開
催
さ
れ
ま
す
か
ら
、
必
ず
成
功
さ
せ
、

地
域
の
活
性
化
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
も
い
っ
そ

う
弾
み
を
つ
け
た
い
と
、
実
行
委
員
会
事
務
局
と
し
て
準
備
に
奔
走
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

常
総
市（
旧
・
水
海
道
市
）で
は
、45
年
振
り
と
な
る
国
民
体
育
大
会
で
す
。

こ
の
地
域
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
も
こ
の
国
体
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
今
回
、
守
谷
市
・
坂
東
市
と
共
同
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
、
こ
の
間
の
競
技
の
広
が
り
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

3
市
合
同
開
催
は
極
め
て
異
例
で
、
難
し
い
調
整
が
必
要
な
場
面
も
多
々

あ
り
ま
す
。
困
難
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
乗
り
越
え
よ
う
と
必
死
に
努
力

す
る
。
今
の
私
の
仕
事
で
も
、
日
体
大
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
大
い
に
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

私
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
観
点
か
ら
地
域
づ
く
り
、
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
、
地
方
公
務
員
を
志
望
し
、
常
総
市
職
員
と
し
て
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
地
方
自
治
体
の
仕
事
で
は
、
行
政
と
学
校
、
企
業
、
ス
ポ
ー

ツ
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団
体
な
ど
を
結
び
つ
け
て
、
物
事
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
う
し
た
つ
な
が
り
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
関
わ
る

人
々
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
信
頼
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
人
と
協
力

す
る
経
験
を
多
く
積
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
経
験
者
が
有
利
な
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
仕
事
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

た
と
え
今
、
直
接
接
点
は
な
く
と
も
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
気
持
ち
を
持

ち
続
け
て
い
れ
ば
、
経
験
を
仕
事
で
必
ず
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
自

身
、
常
総
市
に
就
職
し
て
か
ら
12
年
間
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
ま
っ
た
く
関
係
の

な
い
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
希
望
が
か
な
っ
た
の
で
す
。
た
だ
、

そ
の
間
に
農
業
、建
設
、生
涯
学
習
な
ど
の
仕
事
を
経
験
し
て
と
て
も
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
役
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
視
野
を
広
く
も
っ
て
、
自

分
を
活
か
す
道
を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

日
体
大
の
仲
間
、
人
脈
の
あ
り
が
た
さ

　

念
願
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
配
属
さ
れ
、
中
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
仕

事
は
、
常
総
市
に
日
体
大
の
集
団
行
動
の
合
宿
を
誘
致
し
た
こ
と
と
、
日

茨城県内においても伝統的にハンドボールが盛んな守谷市・常総市・坂東市。市内や近隣の小学校・中学校・高校が全国制覇を何度も達成
しており、強豪として知名度も高い。2019 年に開催される「いきいき茨城ゆめ国体」では、ハンドボール競技が 3市合同で実施される。
その実行委員会事務局で活躍する下田尾さんは、自身も中学から高校までハンドボールに打ち込んできた。さまざまな交渉や調整が必要と
される局面で、競技と日体大の部活動を通して培った経験や人脈が大いに活かされていると話す。

（旧姓：若林）
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下田尾　理恵子（しもたお　りえこ）／体育学部

体育学科、1992年卒。茨城県立水海道第二高

校出身。日体大ハンドボール部では、2年、3

年のときにインカレ優勝。4年で準優勝を経験。

大学と寮の行き帰りの際、1年生は走って移動

しなければいけなかったこと、和泉寮から深沢

寮までリアカーを引いて引越ししたことは、今

となっては懐かしい思い出。人との出会いや

つながりを大切に、国体への機運を盛り上げよ

うと尽力する。現在の仕事である国体事務局、

競技団体やハンドボール関係者のなかにも日

体大関係者が多くおり、仕事を進めるうえでと

ても心強いという。OB・OG、現役学生の活躍

に大いに刺激を受けるとか。

茨城県常総市	教育委員会	スポーツ振興課	国体推進係長
いきいき茨城ゆめ国体 2019	守谷市・常総市・坂東市	実行委員会事務局	主査兼係長		下田尾		理恵子	氏

●活躍するOGインタビュー／

体
大
と
常
総
市
の
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
に

携
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
集
団
行
動
の
合
宿
誘
致
は
、
は
じ
め
は
ま
さ
に
雲
を

つ
か
む
よ
う
な
話
で
し
た
。
そ
こ
で
心
強
い
味
方
と
な
っ
た
の
が
、
日
体
大

の
同
級
生
の
存
在
で
す
。
ま
ず
日
体
大
職
員
で
あ
る
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
時
代

の
同
級
生
に
相
談
し
、
そ
こ
か
ら
関
係
者
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
人
脈
が
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
紹
介
先
で
力
に
な
っ
て
く
れ
た
の
も
日
体
大
の
同

級
生
で
し
た
。
そ
し
て
、
清
原（
伸
彦
）先
生
に
初
め
て
電
話
を
し
た
と
き

は
、
緊
張
で
声
や
手
が
震
え
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す（
笑
）。
先
生
が
現

地
に
視
察
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
際
は
、
こ
の
と
き
が
勝
負
と
気
合
を
入
れ
て
、

要
望
が
あ
れ
ば
「
で
き
ま
せ
ん
、
無
理
で
す
」
と
絶
対
に
言
わ
な
い
、
と
に

か
く
完
璧
な
状
態
で
先
生
を
お
迎
え
し
よ
う
と
心
に
誓
い
ま
し
た
。
日
体

大
の
あ
の
厳
し
い
4
年
間
の
経
験
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
で
き
な
い
こ
と
が

あ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
！ 

本
当
に
こ
の
と
き
ほ
ど
、
同
期
を
は
じ
め
と
す

る
日
体
大
の
人
脈
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
2
0
1
5
年
9
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
で
は
、
常
総
市
の

東
側
全
域
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
私
も
含
め
、
市
職
員
は
自
宅

が
被
害
を
受
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
眠
不
休
で
数
日
間
働
き
、
そ

の
後
も
数
ヶ
月
間
は
避
難
先
か
ら
避
難
所
へ
の
通
勤
が
続
き
ま
し
た
。
自
分

が
被
災
者
の
立
場
に
な
っ
て
み
て
、
全
国
各
地
か
ら
の
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
温
か
さ
を
初
め
て
実
感
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
乗
り

越
え
て
、
翌
年
に
日
体
大
の
集
団
行
動
の
合
宿
を
実
現
。
そ
の
際
に
、
清

原
先
生
を
は
じ
め
学
生
全
員
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

日
体
大
と
常
総
市
の
「
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
協
定
」
で
は
、

常
総
市
の
イ
ベ
ン
ト
に
ダ
ブ
ル
タ
ッ
チ

サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
を
招
い
た
り
、

市
内
の
中
学
生
が
日
体
大
に
見
学
に

う
か
が
っ
た
り
と
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
辻
沙

絵
選
手
に
よ
る
講
演
も
行
い
ま
し
た
。

辻
選
手
は
水
海
道
第
二
高
校
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
の
出
身
で
、私
の
後
輩
で
す
。

日
体
大
生（
当
時
）と
し
て
の
リ
オ
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
、
そ
し
て
そ
の

後
も
活
躍
を
続
け
て
お
り
、
と
て
も

頼
も
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

喜
び
も
挫
折
も
人
生
の
糧
に

　

母
校（
水
海
道
第
二
高
校
）の
話
を
し
ま
し
た
が
、
母
も
同
校
で
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
、
実
業
団
で
も
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
影
響
も
あ
っ
て
私
も
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
始
め
ま
し
た
が
、
決
し
て
順
風

満
帆
な
道
の
り
だ
っ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
高
校
時
代
、
怪
我
も
あ
っ
て
、

一
度
は
就
職
を
考
え
ま
し
た
が
、
夏
の
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
合
宿
の
メ
ン
バ
ー

に
選
ば
れ
た
こ
と
や
、
当
時
の
担
任
と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
大
村
監
督（
当

時
）の
勧
め
も
あ
っ
て
日
体
大
に
進
学
し
ま
し
た
。
日
体
大
時
代
は
、
1
年

が
10
年
に
思
え
る
ほ
ど
、
中
身
の
濃
い
も
の
で
し
た
。

　

高
校
時
代
の
前
十
字
靭
帯
切
断（
左
）の
怪
我
の
影
響
を
克
服
し
、
よ
う

や
く
レ
ギ
ュ
ラ
ー
入
り
を
果
た
し
た
と
思
っ
た
ら
、
今
度
は
３
年
生
の
イ
ン

カ
レ
を
目
前
に
右
を
故
障
。
こ
の
と
き
、
も
う
終
わ
っ
た
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
な
ろ
う
か
と
真
剣
に
考
え
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
の
気
持
ち
を
変
え
た
の
は

後
輩
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
で
す
。
上
下
関
係
が
厳
し
い
中
で
、
後
輩
が
先
輩

に
手
紙
を
渡
す
の
は
、
よ
ほ
ど
覚
悟
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。「
あ

き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
手
紙
に
奮
い
立
ち
、
4
年
で
再
び
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

和
泉
寮
で
の
生
活
も
仲
間
に
助
け
ら
れ
た
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

相
部
屋
の
4
人
の
な
か
で
、
練
習
が
最
も
厳
し
い
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
私
を
、

夕
食
を
と
っ
て
お
い
て
く
れ
た
り
、
洗
濯
を
し
て
く
れ
た
り
と
支
え
て
く
れ

ま
し
た
。
朝
6
時
か
ら
コ
ー
ト
整
備
、
夜
は
帰
寮
後
に
ひ
と
り
夕
食
を
と

る
日
々
。
当
時
の
こ
と
は
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
し
ば
ら
く
は
夢
に
出
て

き
た
ほ
ど
で
す（
笑
）。

　

と
に
か
く
、
ど
ん
な
状
況
で
も
必

死
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
喜
び

も
苦
労
も
す
べ
て
今
で
は
糧
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日

体
大
と
〝
つ
な
が
っ
て
い
る
〟
こ
と

は
私
の
誇
り
で
す
。
愛
す
る
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
地

域
の
振
興
に
貢
献
で
き
る
。
思
い
描

い
た
仕
事
に
邁
進
で
き
る
の
も
、
日

体
大
の
4
年
間
の
お
か
げ
で
す
。
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―
―
ゴ
ル
フ
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け

河
本
　
私
は
大
人
に
な
っ
た
今
で
も

両
親
が
大
好
き
で
す
。
特
に
、
幼
い

頃
は
ど
こ
へ
で
も
つ
い
て
行
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
両
親
が
ゴ
ル
フ
が
好

き
で
し
た
の
で
、
私
も
自
然
と
ゴ
ル

フ
に
親
し
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

3
歳
の
と
き
に
お
も
ち
ゃ
の
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
を
買
っ
て
も
ら
い
、
夢
中
で

遊
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。
本
格
的
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
5
歳
の
と
き
。
ボ
ー
ル
が
遠

く
に
飛
ぶ
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

木
村
　
私
の
祖
父
が
ゴ
ル
フ
練
習
場
を
経
営
し
て
い
ま

す
。
母
が
そ
こ
で
働
い
て
お
り
、
よ
く
一
緒
に
行
っ
た
の

で
、
小
さ
い
頃
か
ら
ゴ
ル
フ
が
身
近
に
あ
り
、
母
が
仕
事

を
し
て
い
る
横
で
ボ
ー
ル
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
小
学
校

に
入
る
と
試
合
に
も
出
場
す
る
よ
う
に
な
り
、
本
格
的
に

ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。
私
の
出
身
で
あ
る
茨
城
県
は

ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
も
後

押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

―
―
ゴ
ル
フ
の
魅
力
は
間
口
が
広
く
、

	

奥
が
深
い
こ
と

河
本
　
ゴ
ル
フ
は
プ
レ
ー
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
楽
し
く
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
同
時
に
難
し
さ
も
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
で
い
い
と
い
う
限
界
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
い

つ
も
う
ま
く
な
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
し
、
も
っ
と
う

ま
く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
に
完
璧
は
な
く
、
奥
の
深
さ
を
知
れ
ば
ま
す
ま
す

魅
力
を
感
じ
ま
す
。
テ
ィ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
つ
、
構
え

る
、
そ
し
て
打
つ
。
こ
の
す
べ
て
の
動
作
が
美
し
く
、
一

つ
ひ
と
つ
が
き
れ
い
で
完
璧
で
あ
れ
ば
高
ス
コ
ア
が
出

せ
る
の
で
す
。
現
状
に
満
足
し
て
し
ま
っ
た
ら
そ
こ
で
成

長
は
あ
り
ま
せ
ん
。
挑
戦
を
続
け
れ
ば
続
け
る
ほ
ど
魅
力

に
取
り
つ
か
れ
て
い
ま
す
。

木
村
　
幼
い
頃
か
ら
ゴ
ル
フ
を
プ
レ
ー
し
て
い
て
感
じ

る
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
が
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で

い
る
こ
と
で
す
。
か
つ
て
の
私
の
よ
う
に
小
さ
な
子
ど
も

か
ら
、
お
年
寄
り
ま
で
、
い
つ
ま
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
の
が
大
き
な
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
を
通
し

て
い
ろ
い
ろ
な
人
と
話
が
で
き
、
世
代
を
超
え
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
の
も
楽
し
み
で
す
。
私
も
子
ど

も
の
頃
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

―
―
お
互
い
に
刺
激
し
あ
い
、
支
え
あ
う
親
友

木
村
　
ゴ
ル
フ
は
個
人
ス
ポ
ー
ツ
で
、
1
人
で
も
練
習
で

き
ま
す
が
、
私
は
河
本
さ
ん
と
2
人
で
練
習
す
る
ほ
う
が

断
然
楽
し
く
、
集
中
で
き
ま
す
。

河
本
　
私
も
そ
う
で
す
。
こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
、
も
っ
と
い
い
方
法
が
な
い
か
な
ど
、
2
人
で
技
術

的
な
こ
と
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
ま
す
か
ら
。

確
か
に
ゴ
ル
フ
は
孤
独
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま
す
。
自

分
で
決
め
て
自
分
で
プ
レ
ー
す
る
。
誰
の
せ
い
に
も
で
き

ま
せ
ん
。
で
も
、
気
分
が
落
ち
込
ん
だ
り
、
う
ま
く
い
か

な
い
こ
と
が
続
い
た
り
し
た
と
き
、
支
え
に
な
っ
て
く
れ

る
人
が
い
る
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。

木
村
　
河
本
さ
ん
は
場
を
明
る
く
し
、
楽
し
ま
せ
る
の
が

上
手
で
す
。
そ
れ
で
い
て
芯
が
ぶ
れ
な
い
と
感
じ
ま
す
。

河
本
　
木
村
さ
ん
は
冷
静
で
、
性
格
が
全
く
逆
で
す
が
、

と
て
も
仲
が
よ
く
、
2
人
で
1
つ
の
よ
う
だ
と
い
つ
も
言

わ
れ
ま
す
。

木
村
　
実
は
2
人
で
作
っ
た
目
標
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ

は
大
会
に
出
場
し
て
、
河
本
さ
ん
が
プ
ロ
で
優
勝
し
、
私

が
ベ
ス
ト
ア
マ
を
獲
得
す
る
こ
と
。
達
成
に
向
け
と
も
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

2人で1つ、かけがえのない存在。
刺激しあい、支えあって、それぞれがトップを目指す

木村  円 （きむら  まどか）
体育学部１年　ゴルフ部所属。明秀学園日立高校卒業。2017
年10月、日刊アマ全日本大会で劇的逆転優勝を果たす。練習が
終わった後の「楽しみ」を決めて日 ト々レーニングに取り組む。
あくまでマイペースを貫き、何事にも動じない精神力を持つ。

木村		円
ゴ ル フ

Nex t  i s  u s
日体魂の聖火リレー
～ 日 体 魂 を 受 け 継 ぐ 者 ～

03
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2人で1つ、かけがえのない存在。
刺激しあい、支えあって、それぞれがトップを目指す

◆河本  結 （かわもと  ゆい）
体育学部１年　ゴルフ部所属。松山聖陵高校卒業。2012年、四
国中学校ゴルフ選手権春季大会で優勝。以来数々の大会で好成績
を残し、2017年11月にプロゴルファーに。尊敬する人はイチロー選
手で、目標とする人もイチロー。食べることが大好き。

河本		結
ゴ ル フ

―
―
選
手
と
し
て
、
学
生
と
し
て
、

	

刺
激
に
満
ち
溢
れ
た
日
体
大

河
本
　
私
は
、
日
体
大
の
木
原
祐
二
監
督
に
お
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
枠
で
入
学
し
ま
し
た
。

練
習
に
専
念
し
た
い
思
い
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
ま

で
ず
っ
と
ゴ
ル
フ
ば
か
り
で
し
た
か
ら
、
勉
強
も
頑
張
り

た
い
し
、
社
会
の
こ
と
も
知
り
た
い
と
夢
を
描
い
て
い
ま

し
た
。
日
体
大
に
は
そ
の
す
べ
て
が
あ
っ
た
の
で
す
。
学

業
も
で
き
て
練
習
も
で
き
る
。
私
に
と
っ
て
最
高
の
環
境

で
す
。
在
学
中
に
プ
ロ
に
も
な
れ
ま
し
た
か
ら
、
も
う
何

も
言
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
器
械
体
操
や
サ
ッ
カ
ー
、

バ
レ
ー
、
陸
上
な
ど
、
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
の
授
業
が
あ
る

の
も
魅
力
で
す
。
周
り
の
人
が
み
な
さ
ん
運
動
能
力
が
高

く
、
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
す
。

木
村
　
私
の
父
は
日
体
大
出
身
で
す
。
進
路
を
決
め
る

と
き
、
日
体
大
の
横
浜
・
健
志
台

キ
ャ
ン
パ
ス
に
見
学
に
来
ま
し
た
。

そ
こ
で
感
じ
た
の
が
設
備
の
充
実

で
す
。
グ
ラ
ン
ウ
ン
ド
、
体
育
館
、

さ
ま
ざ
ま
な
練
習
場
…
。
と
に
か

く
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
は

学
校
が
好
き
で
し
た
の
で
、
通
う

な
ら
こ
こ
し
か
な
い
と
思
っ
て
入

学
を
決
め
ま
し
た
。

―
―
ス
ポ
ー
ツ
、
ゴ
ル
フ
の
魅
力
を

	

伝
え
て
い
き
た
い

河
本
　
多
く
の
期
待
を
い
た
だ
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
東

京
大
会
に
出
場
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。

ゴ
ル
フ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
に
は
プ
ロ
と
し

て
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら

大
会
に
積
極
的
に
出
て
勝
利
し
、
ハ
イ
ピ
ッ
チ
で
ポ
イ
ン

ト
を
取
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
け
で

な
く
、
プ
ロ
の
世
界
で
ト
ッ
プ
を
目
指
し
た
い
で
す
。
プ

ロ
と
し
て
、
私
は
こ
こ
か
ら
大
き
く
道
を
切
り
拓
い
て
い

き
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

木
村
　
2
0
1
7
年
10
月
の
大
会
で
優
勝
で
き
た
の
も
、

多
く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
特
に
私
が
ゴ

ル
フ
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
祖
父
に
は
感
謝
し

て
い
ま
す
。
そ
の
恩
返
し
と
し
て
、
東
京
大
会
で
は
選
手

や
観
客
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ゴ
ル
フ
の
魅
力
も
伝
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
だ
け
で
な

く
、
大
き
な
舞
台
に
立
て
る
よ
う
に
、
河
本
さ
ん
の
よ
う

に
私
も
プ
ロ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
私
は
ま
だ
ま
だ
ス

タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
す
。

	［Next	is	us　日体魂の聖火リレー］
【Next	is	us	日体魂の聖火リレー】
◆河田選手からの質問に答えて
『周りに観客がいるなかで、どのように集中力を高めていますか』
この１打はいろいろな人の思いがこもった１打と考えています。つまり、１つのプレーの重さを噛みしめるということです。（河本）
どんなに人が多くても、周りのことを気にしないようにしています。頭の中に好きな音楽を思い浮かべるのも方法です。（木村）

次号に登場するアスリートに向けて、河本選手・木村選手からエールをいただきました。
◆河本選手・木村選手からのエール
どんなスポーツも最後は自分との戦いになります。自分の弱さや甘さに打ち勝てば、自ずと結果はついてくると確信しています。
自分を信じて、また周りの人たちへの感謝を忘れないで、ともに東京オリンピック・パラリンピック、そしてその次の未来へ進んでいきましょう。

次号アスリートへ、リレー質問を展開していきます。ご期待ください。
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ホームカミングデー 2017を
開催いたしました
　平成29年11月4日（土）にホームカミングデー2017を開催いたしまし
た。卒業生やそのご家族約300名にご参加いただきました。
　ホームカミングデー2017の企画として、「日体大版！おかあさんと
いっしょ」を開催しました。三宅良輔教授の協力により、親子で楽し
める健康体操を実施し、多くの親子に参加いただきました。その他、
株式会社資生堂様（卒業生の活躍する企業）とのコラボレーション企
画とし、お肌乾燥ケアについての講習会や、卒業アルバム展示会
を開催いたしました。
　なお、フェスティバルとの同時開催ということもあり、ミニ実演会
を楽しみに来場された方、体力測定に参加された方、模擬店を十
分満喫された方 、々懐かしい卒業アルバムコーナーでは３０分以上も
熱心にご覧いただいた方など、あちらこちらで、同級生と思い出話
をする様子や、世代を超えた日体魂の輪が広がっていました。

　平成29年12月1日（金）、日本体育大学・日本体育大学荏原高等
学校・日本体育大学柏高等学校・日体桜華高等学校に在籍する48
名の留学生の交流会が、東京・世田谷キャンパスにおいて開催さ
れました。笠井里津子副学長から激励のお言葉をいただき、留学
生交流会が開始されました。
　荒木達雄国際交流センター長の司会進行のもと、くじ引きで席を
決め、着席した場所から集団行動の様に交錯しながら自己紹介をし
合うアクティビティや、各校の紹介や生徒・学生が現在取り組んで
いることについての発表をしました。
　日本語で一生懸命発表し、コミュニケーションを取る姿に、日頃か
ら日本で努力をしていることが伺えました。
　交流会後の懇親会では、学校の枠を超えて積極的に会話をして
いる姿が印象的でした。
　今後も日体ファミリーとして留学生同士の良い関係が築いていける
よう、サポートします。

　平成30年1月2日（火）・3日（水）、第94回東京箱根間往
復大学駅伝競走（箱根駅伝）が行われました。日本体育大
学は往路7位、復路3位、総合4位の成績を収めました。昨
年度に引き続き、無事シード権を獲得し、来年度の箱根駅
伝の出場が決定いたしました。今回もたくさんの方 の々ご声
援ありがとうございました。

往路成績 7位 5時間33分47秒
復路成績 3位 5時間35分41秒
総合成績 4位 11時間9分28秒

平成29年度  第3回留学生交流会
（日体ファミリー）が開催されました

第94回箱根駅伝（東京箱根間往復大学駅伝競走）結果報告

n e w s ＆ t o p i c s


